
Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
ワ
ン
ビ
シ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
シ
ス
テ
ム
連
携
を
開
始
し
た
。不
動
産
売
買・賃
貸
の
契
約
手
続

き
の
電
子
化
が
全
面
解
禁
さ
れ
た
の
を
機
に
、基
幹
シ
ス
テ
ム「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」と
電
子
契
約・契

約
管
理
サ
ー
ビ
ス「
Ｗ
Ａ
Ｎ-

Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ（
ワ
ン
サ
イ
ン
）」を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
住
宅
事
業
者・不
動
産

事
業
者
に
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る
。

住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と 

Ｗ
Ａ
Ｎ-

Ｓ
ｉｇ
ｎ
が
連
携

電
子
契
約
の
作
業
を
自
動
化
、 

コ
ス
ト
削
減
や
業
務
効
率
の
ア
ッ
プ
を
支
援

電
子
契
約
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
紙
＋
押

印
で
署
名
・
締
結
し
た
契
約
に
対
し
、
電

子
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
に
電
子
印
鑑
＋
電

子
署
名
＋
認
定
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
で
署

名
・
締
結
す
る
契
約
の
こ
と
。
契
約
書
の

管
理
も
、
従
来
の
紙
の
契
約
書
原
本
を
保

管
す
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
電
子

管
理
を
行
う
形
に
変
わ
る
。

５
月
18
日
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
改

正
が
施
行
さ
れ
、
重
要
事
項
説
明
書
、
契

約
書
の
電
子
交
付
が
解
禁
。
不
動
産
の
売

買
・
賃
貸
契
約
に
つ
い
て
、
契
約
締
結
〜

重
要
事
項
説
明
・
同
説
明
書
の
交
付
や
受

け
取
り
、
契
約
書
作
成
ま
で
の
手
続
き
が

全
面
的
に
電
子
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

契
約
を
電
子
化
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
大
き
い
の
は
コ
ス
ト
の
削
減
。
収

入
印
紙
が
不
要
な
た
め
こ
れ
ま
で
数
万
円

か
か
っ
て
い
た
印
紙
税
が
不
要
に
な
る
ほ

か
、
郵
送
費
な
ど
の
諸
費
用
を
削
減
で
き

る
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
電
子
的
に
契

約
締
結
を
行
う
た
め
早
け
れ
ば
５
分
程
度

で
締
結
が
可
能
と
な
り
、
業
務
の
効
率
化

も
図
れ
る
。
さ
ら
に
紙
の
書
類
が
不
要
に

な
る
こ
と
か
ら
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
に

な
る
ほ
か
、
書
類
の
紛
失
や
情
報
の
漏
洩

と
い
っ
た
リ
ス
ク
も
回
避
で
き
る
。

住
宅
・
不
動
産
業
界
か
ら
の
こ
の
法
改

正
に
対
す
る
注
目
度
は
高
く
、「
１
年
半
前

頃
は
漠
然
と
〝
便
利
そ
う
〞
と
い
う
認
識

が
多
か
っ
た
が
、
施
行
日
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
業
務
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
具
体
的
な
相
談
が
増
え
て
い
る
」

（
ワ
ン
ビ
シ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ 

営
業
本
部
・

髙
館
雅
人
主
事
）
と
、
引
き
合
い
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。
住
宅
・
不
動
産
業
界
で

加
速
す
る
Ｄ
Ｘ
化
の
流
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
の

利
便
性
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど

を
背
景
に
、
電
子
契
約
は
急
速
に
広
ま
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

認
印
版
と
実
印
版
の 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
締
結
も
可
能 

高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
が
特
徴

「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
は
、電
力
、通

信
、
金
融
な
ど
の
大
手
企
業
が
導
入
し
て

い
る
電
子
契
約・契
約
管
理
サ
ー
ビ
ス
。他

社
シ
ス
テ
ム
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
が
署

名
・
締
結
レ
ベ
ル
の
自
由
さ
だ
。
通
常
の

電
子
契
約
シ
ス
テ
ム
は
簡
易
な
メ
ー
ル
認

証
に
よ
る
認
印
版
締
結
（
事
業
者
型
／
立

会
人
型
）
も
し
く
は
、
電
子
証
明
書
に
よ

る
厳
格
な
実
印
版
締
結
（
当
事
者
型
）
の

ど
ち
ら
か
し
か
利
用
で
き
な
い
。「
Ｗ
Ａ
Ｎ

–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
で
は
こ
の
二
つ
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
版
締
結
も
可
能
だ
。
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
版
締
結
は
相
手
方
の
み
メ
ー
ル

認
証
で
締
結
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
相
手

が
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
や
費
用
の
負
担
な
く

住宅マネージャーとWAN-Signの連携
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署
名
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
契

約
内
容
に
あ
わ
せ
た
締
結
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
電
子
契
約
・
電
子
印
鑑

だ
け
で
な
く
書
面
契
約
の
登
録
も
可
能
で
、

既
存
契
約
も
含
め
て
一
元
管
理
す
る
こ
と

が
で
き
、
既
存
の
台
帳
を
そ
の
ま
ま
移
行

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７
０
０
１
（
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
認
証
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／

Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７
０
１
７
（
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
策
）
認
証
な
ど
を

取
得
、フ
ォ
ル
ダ
に
よ
る
閲
覧
制
限
、ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
の
固
定
機
能
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

制
限
な
ど
、
金
融
機
関
・
医
療
機
関
が
求

め
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
備
え
た
内
部
統
制

機
能
を
標
準
搭
載
し
、
脆
弱
性
診
断
を
定

期
的
に
行
う
な
ど
、
厳
格
な
管
理
を
実
施

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
社
所
有
の
国
産

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
サ
ー
ビ
ス
運
営
、

デ
ー
タ
保
全
体
制
を
構
築
し
て
い
る
こ
と

も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
災
害
対
策
と
高

度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
応
し
て
お
り
、

国
内
法
下
で
デ
ー
タ
を
管
理
で
き
る
。

デ
ー
タ
連
携
で 

電
子
契
約
を
意
識
せ
ず
自
動
で
処
理

「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
に
魅
力
を
感

じ
、連
携
を
申
し
出
た
の
が
Ｋ
Ｓ
Ｋ
だ
。基

幹
シ
ス
テ
ム
「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を

展
開
す
る
同
社
は
、
他
社
と
デ
ー
タ
連
携

を
積
極
的
に
進
め
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

機
能
を
高
め
て
き
た
。
今
回
の
連
携
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
だ
。

「
住
宅
・
不
動
産
の
契
約
は
、
住
宅
・
不

動
産
事
業
者
と
一
般
ユ
ー
ザ
ー
、
住
宅
・

不
動
産
事
業
者
と
法
人
ユ
ー
ザ
ー
と
い
っ

た
二
者
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者

型
と
立
会
人
型
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
が
可
能

な
こ
と
が
大
き
な
魅
力
。
加
え
て
Ａ
Ｐ
Ｉ

を
用
意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
連
携
し
や
す

い
」（
Ｋ
Ｓ
Ｋ
・
山
口
靖 

住
宅
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
と
、「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
に

白
羽
の
矢
を
立
て
た
理
由
を
語
る
。
さ
ら

に
初
期
費
用
が
低
額
で
導
入
の
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
こ
と
、
ま
た
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
先

も
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–

Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
ユ
ー

ザ
ー
は
二
重
入
力
な
ど
の
手
間
を
省
く
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
デ
ー
タ
連
携
し

て
い
な
け
れ
ば
、「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
契
約
内
容
な
ど
を
入
力

し
た
後
、
あ
ら
た
め
て
「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
」
に
別
途
ロ
グ
イ
ン
し
、
同
様
の
内

容
を
入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
２
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
連
携
す
る
こ
と

で
電
子
契
約
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
作
業

を
自
動
化
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、「
住
宅

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
に
入
力
す
れ
ば
シ
ス
テ

ム
内
で
「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
を
通
じ

て
相
手
先
に
連
絡
が
行
き
、
確
認
後
に
返

却
さ
れ
る
と
、
自
動
で
「
住
宅
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
に
契
約
済
の
契
約
書
が
戻
っ
て

く
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
表
面
上
は
「
Ｗ
Ａ
Ｎ

–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
の
存
在
に
気
付
か
な
い
ま

ま
電
子
契
約
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

今
後
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
は
、
連
携
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
を
提
案
、

ま
た
、
ワ
ン
ビ
シ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
ユ
ー

ザ
ー
に
対
し
て
「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

を
紹
介
す
る
な
ど
、
両
社
そ
れ
ぞ
れ
の

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
連
携
シ
ス
テ
ム
の
提

案
や
連
携
先
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
を
行
う
な

ど
ク
ロ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
進
め
る
考

え
。
ま
た
、
連
携
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

事
例
を
早
期
に
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ

ミ
ナ
ー
や
説
明
会
な
ど
で
紹
介
し
て
い
く
。

「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
は
、紙
の
契
約

書
を
ス
キ
ャ
ン
し
電
子
契
約
と
あ
わ
せ
て

保
管
・
検
索
管
理
が
で
き
、
登
録
し
た
原

本
を
同
社
が
引
き
取
り
電
子
化
作
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
将
来
的
に
は
既

存
の
契
約
書
な
ど
の
紙
の
書
類
を
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
化
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
Ｄ
Ｘ
化
を

さ
ら
に
進
め
る
提
案
に
も
つ
な
げ
ら
れ

る
」（
Ｋ
Ｓ
Ｋ
・
山
口
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
と
、「
Ｗ
Ａ
Ｎ
–
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
を

「
住
宅
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の
ユ
ー
ザ
ー
に
推

奨
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

住宅マネージャーで契約書を作成するだけで、
自動でWAN-Signを通じての電子契約が可能になる
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